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こどもの交通事故件数は 7歳の事故が最も多く，60歳以上の交通事故件数の約 4～5倍を占める．また，

こどもの交通事故の内訳は，飛び出しが約 70％であり，こどもへの積極的な教育によりコントロールする

ことが可能であることから，交通事故件数を削減することが可能であると考えられる．そこで，本研究で

は，こどもと大人の両者の視点で，マップ上にピンをたて，その理由を登録できる，危険個所の見える化

システムを開発した．こどもと大人の両者の視点で立てられたピンの箇所の特性を分析したところ，両者

の視点で危険と思われる個所が明らかとなった．さらに，道路形状との関係やバイパス等の車の走行速度

の高い幹線道路と接続されている街路では，危険個所が多数生じていることが明らかとなった． 
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1. 本研究の背景と目的 

 

(1) 本研究の背景 

 少子化が進む我が国においては，次世代を担う子ども

が安全・安心に暮らせる道路・交通環境の整備が重要で

ある．第 11 次交通安全基本計画 1）では，「高齢者およ

び子供の安全確保」，「歩行者および自転車の安全確保

と遵法意識の向上」等を重点目標として挙げており，子

どもへの交通安全対策の強化が求められている． 

 特に小学 1年生は，小学校入学により行動範囲が広が

り，登下校時には 1人で歩行するケースも多数発生する．

以上の理由により，小学生の交通事故は小学 1年生の交

通事故発生件数が非常に多くなると考えられており，歩

行中の死者・重症者数は 6年生の約 6倍であり，中でも

飛び出しは交通事故原因の約 6割を占めている 2）． 

 子どもの交通事故削減を目指した際には，道路上危険

箇所の抽出，飛び出し行動抑制のためのデバイス開発，

飛び出し行動が行われる要因分析等，検討すべき項目が

多数存在している．筆者らは，普段に子供が歩行してい

る際に，直感的に感じる危険箇所を抽出することが重要

であると考えている．また，子どもは大人と比較した際

に，身長差もあり視界も狭いこと3）が明らかになってお

り，大人と子どもが感じる危険箇所には差が見られるこ

とが考えられる． 

 

(2) 本研究の目的 

 前節で述べた社会課題を踏まえ，本研究では，子ども

と大人が感じる道路上の危険箇所についてそれぞれ空間

的に明らかにすることを目的とする．使用するデータで

あるが，本稿の第 2著者である森崎は，子供・大人が危

険と感じた箇所のデータが取得できるウェブサービスの

構築に携わった経験がある．本研究では，このウェブサ

ービスを用いて，子供と大人の両者の視点から見る道路

危険箇所の特性を明らかにする．なお，本稿ではその基
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礎検討として，もしかもマップから得られたデータの基

礎集計，およびもしかもマップを実装するにあたって実

施した実証実験の結果を示すこととする． 

 

 

2. 既往研究の整理 

 

 子どもの交通安全に着目した研究は国内において数多

く行われている．例えば，萩田 4)は，通行目的別に小学

生の交通事故と移動時間を明らかにした．金ら 5)は，子

供の交通事故の考察から小学生の交通事故への対策の 1

つとして，「下校中の安全教育」が必要だと論じた，そ

して国内で行われている交通安全教育について，竹井ら
6)は兵庫県南あわじ市の小学校区の交通安全対策につい

てビッグデータによる解析や交通安全診断に基づき，考

えられる対策について整理しており，小川は滋賀県での

子供の飛び出し事故について，ドライバーへの注意喚起

のために設置されている「飛び出し坊や」の設置箇所と

それぞれの道路特性により論じている．国外で行われて

いる交通安全教育の研究について坪原は自転車事故率が

先進国の中で低いオランダでの交通安全教育の分析につ

いて論じている．宮崎ら 7)は，交通事故データとパーソ

ントリップ調査を組み合わせ，子供の歩行中における交

通事故と交通行動の関係性を明らかにした．さらに，大

西ら8）は交差点部における小学生の横断状況について，

現地調査から得られたデータを用いて現状把握を実施し

た． 

 上記にて挙げたように，子どもの交通安全または交通

事故に着目した研究は多数実施されており，主にはアン

ケート調査，実地調査，PT 調査等の行政データを使用

していることが分かる．本研究では，もしかもマップか

ら取得されるデータを用いているため，歩行者が感じる

危険箇所の位置情報が特定されており，現実を反映した

データを使用している点で新規性が見られる． 

3. もしかもマップから取得されるデータの概要 

 

(1) もしかもマップの概要 

 本稿の第 2著者である森崎は，ユーザーが歩行中に危

険と感じた箇所を共有可能なウェブサービスである「も

しかもマップ」9）の開発に携わった．もしかもマップは，

主に小学 1年生の交通事故削減を目指して開発しており，

大人（保護者）が感じる危険箇所，子どもが感じる危険

箇所をそれぞれ区別して地図上に反映することが可能で

ある．また，歩行中に危険を感じた理由についても，選

択することができる．本研究では，大人と子どもが感じ

た道路上の危険箇所を抽出するために，もしかもマップ

から取得可能なデータを使用する．表-1にもしかもマッ

プから取得可能なデータの一例，表-2に歩行中に危険と

感じた理由のカテゴリをそれぞれ示す．表-1のデータ例

からわかるように，歩行者が危険箇所と判断した地点の

緯度経度情報とその理由が示されていることが確認でき

る．ユーザーが歩行中に危険箇所であると判断した理由

は，カテゴリ値になっており，表-2からその理由が確認

できる．危険箇所と判断した理由のうち，子どもは 4カ

テゴリを選択可能である．1．～3．では小学生が直感的

に判断しやすい選択肢を設けており，自動車との接触可

能性・交通量に起因した危険可能性について選択可能と

 

表-2 歩行中に危険箇所と選択した理由 

 

 

表-1 もしかもマップから取得されるデータの一例 

 

1．車が飛び出してきそう
２．車とぶつかりそう
３．車がたくさん通る
４．その他（記述式）
５．見通しの悪い道
６．幅が狭い道
７．交通量の多い道
８．その他（記述式）

子どもが選択可能な
危険箇所の理由

大人が選択可能な
危険箇所の理由

id user_id latitude longitude zip address
marker_
category_

id
created_at

50350 457 35.65396145 140.0519202 262-0032 千葉県千葉市花見川区幕張町５丁目４１７－２８９ 3 2022/4/30 15:35
50351 143 35.70152409 139.7839555 111-0053 東京都台東区浅草橋３丁目１０－５ 8 2022/4/30 15:35
50352 89 34.54048075 133.7164099 712-8006 岡山県倉敷市連島町鶴新田８８７－１ 3 2022/4/30 15:35
50353 144 35.79120479 139.4687165 359-1115 埼玉県所沢市御幸町３－１１ 7 2022/4/30 15:35
50354 89 34.54086195 133.7157761 712-8006 岡山県倉敷市連島町鶴新田８８６－１ 8 2022/4/30 15:35
50355 89 34.54306507 133.7141358 712-8006 岡山県倉敷市連島町鶴新田１２８０ 1 2022/4/30 15:36
50356 457 35.65580152 140.0537755 262-0032 千葉県千葉市花見川区幕張町５丁目5－４１７－２５９4 2022/4/30 15:36
50357 89 34.54356735 133.7144862 712-8006 岡山県倉敷市連島町鶴新田９７７－１ 5 2022/4/30 15:36
50358 457 35.65613201 140.0534826 262-0032 千葉県千葉市花見川区幕張町５丁目４１７－２９ 4 2022/4/30 15:36
50359 144 35.78534428 139.4729777 359-1124 埼玉県所沢市東住吉２－１１ 3 2022/4/30 15:36
50360 89 34.54444184 133.7131114 712-8006 岡山県倉敷市連島町鶴新田８１５ 2 2022/4/30 15:36

ピンが立てられた
緯度・経度

ピンが立てられた
理由
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なっている．さらに，「4．その他」では自由回答欄を

設けており，1．～3．に当てはまらない意見を収集して

いる．大人が選択可能な理由についても 4カテゴリであ

る．周囲の視認性・幅員・交通量の観点から危険箇所で

ある理由を選択可能な構成となっている．また同様に

「8．その他」の選択肢を設けており，各ユーザーの意

見も収集している． 

 

(2) もしかもマップから取得されるデータの基礎集計 

 もしかもマップより取得されるデータのうち，筆者ら

が取得しているデータ数は，2021 年 8 月 31 日時点で

19,799 件であった．これは，日本全国において子ども・

大人がそれぞれ危険を感じた登録地点数である．そのう

ち，4,825 件（約 24.4％）で子どもが地点登録を行い，

14,974 件（約 75.6％）で大人が地点登録をしていた．ま

た，表-2に示した危険箇所と判断した理由について，そ

の内訳を図-1，図-2 に示す．図-1 より，子どもが地点登

録をした 4,825 件のうち，約 34.8％で「車がとびだして

きそう」，約 29.5％で「車とぶつかりそう」，約 28.1％

で「車がたくさん通る」，約 7.6％で「その他」となっ

た．最も地点登録時の理由のうちで割合が大きかった項

目が，「車がとびだしてきそう」であり，視界の狭い箇

所にて地点登録されたことが考えられる．また，「車と

ぶつかりそう」，「車がたくさん通る」については同程

度の割合であった．図-2 より，大人が地点登録をした

14,974 件のうち，約 38.2％で「車が交通量が多い道」，

約 24.6％で「見通しの悪い道」，約 12.5％で「幅の狭い

道」，約 24.8％で「その他」となった． 

 

 
4. もしかもマップの実証実験 

 

(1) 小学1年生を対象としたもしかもマップの実証実験

に関する概要 

 

 本研究で使用するデータ取得基盤である，もしかもマ

ップの開発に先立ち，金沢大学附属小学校（以下，付属

小学校）の 1年生を対象として，実際にもしかもマップ

を使用し，付属小学校付近を保護者同伴のもとで歩行す

る実験を実施した．実験日は 2022年 4月 26日 13～15時

に行い，附属小学校の 1年生 7名を対象とした．本実験

の目的は，もしかもマップの動作確認に加えて，大人と

子どもが感じる危険箇所の差を基礎的に明らかにするも

のである．実証実験は，図-3に示す通り，附属小学校の

周囲約 900ｍを保護者同伴のもとで歩行し，ゴール地点

に到達した際に，保護者・小学 1年生がそれぞれ危険箇

所の地点登録を行った．歩行ルートには，見通しの悪い

道に加えて，2 度交差点を横断する箇所を設けている．

また，各所に調査員を配置し，危険のないように配慮し

て実験を行った． 

 

(2) 実証実験を通して得られた知見 

 実証実験を通して，子どもと大人が感じる危険箇所の

マッピングを図-4に示す．図-4より，歩行時に保護者・

子どもそれぞれが危険を感じた箇所が地点登録されてい

ることが確認できる．また，歩行ルート各所に地点登録

が見られるが，特に，図中の赤枠で囲んである地点にて，

子どものみが特に危険を感じた箇所であることがわかる．

この地点は，5.5mほどの道路であり，歩道が存在してい

 

 

図-2 大人が危険であると感じた理由の内訳 

 

 

図-1 子どもが危険であると感じた理由の内訳 

 

図-3 もしかもマップを用いた実証実験の歩行ルート 

5713 3685 1865 3711

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通量の多い道 見通しの悪い道
幅の狭い道 その他

N=14974

1678 1422 1357 368

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車がとび出して来そう 車とぶつかりそう
車がたくさん通る その他

N=4825
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ない．また歩行ルート上，当該地点を右折することにな

るが，右折時，民家の植え込みが障害となり，身長が低

い場合に，自動車の視認が確認できない．また，身長

160 ㎝程度以上であれば，民家の植え込みを越えて，自

動車の通行が視認できる．このような理由から小学生の

みが危険を感じたと推察できる． 

 

 

5. まとめと今後の課題 

 

(1) 本研究のまとめ 

 本研究では，子ども・大人がそれぞれ歩行中に感じる

危険箇所を位置登録可能なウェブサービスである「もし

かもマップ」を活用して，子ども・大人が感じる危険箇

所の差を基礎的に明らかにした．もしかもマップから取

得されるデータは 2021年 8月 31日時点で 19,799件存在

しており，子どもは，「車がとびだしてきそう」という

理由で，歩行時に危険を感じるケースが約 34.8％である

ことが明らかとなった． 

 また，もしかもマップの開発に先立ち，金沢大学附属

小学校を対象とした実験を行い，保護者・子どもが感じ

る危険箇所の位置特定を行った．その結果，定性的では

あるものの，大人が感じる期間箇所と比較して，子ども

が感じる危険箇所が極端に集中しているケースが確認さ

れた．本研究における分析を通して，基礎的ではあるも

のの，大人では理解できないが，子どものみが感じる危

険箇所が存在している可能性が示唆された． 

 

 

(2) 今後の課題 

 今後の課題として，本研究で使用したもしかもマップ

データは 19,799地点の蓄積があり，日本全国を対象とし

て，子ども・大人がそれぞれ感じる危険箇所を空間的に

解析することが可能である．したがって，道路形状・危

険と感じた理由等を考慮して，空間解析に基づいて，交

通事故危険地点を明らかにする分析を行っていく予定で

ある．さらに，本研究で使用したもしかもマップは，現

在もデータの蓄積が進んでおり，新たにデータを取得し，

データの信頼性・客観性を担保しつつ，分析を行ってい

く． 
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図-4 実証実験で得られた大人と子どもが感じる危険箇所の見える化 
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